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普及技術２

分類名〔水稲・草地飼料〕

飼料用稲奨励品種「たちあやか」

宮城県古川農業試験場

１ 取り上げた理由

近年西日本を中心に普及拡大している高糖分高消化性の稲発酵粗飼料品種は，高品質なホールク

ロップサイレージを生産でき，さらに嗜好性も高いことから，寒冷地である東北地方においても普

及が期待されている。そこで，高糖分高消化性の稲発酵粗飼料品種「たちあやか」を本県で供試し

たところ，収量性が高く，サイレージ品質に優れているため普及技術とする。

２ 普及技術

１）来歴

「たちあやか」は，「中国146号」（後の「ホシアオバ」）と「極短穂（00個選11）」との雑

種第一代に「ホシアオバ」を二回戻し交配した後代に由来し，農研機構 近畿中国四国農業研究

センター（現農研機構 西日本農業研究センター)で選抜育成された飼料用（稲発酵粗飼料）向け

品種である。

２）特性の概要

ａ 極晩生品種で「リーフスター」より出穂期が15～29日程度早い（表1）。

ｂ 収穫期の草丈は「リーフスター」よりも高く，収穫期の茎数は「リーフスター」よりも多い

（表1）。

ｃ 耐倒伏性は“極強”と「リーフスター」より強く，いもち病真性抵抗性遺伝子型は“不明”

で，葉いもち，穂いもちほ場抵抗性はともに“不明”である（表1）。

ｄ 地上部乾物収量は「リーフスター」より多収で，茎葉割合が極めて高い（表1）。

ｅ 稲体糖分含有率は「リーフスター」より高い（表1）。

ｆ サイレージ品質は，pH4.0程度と低く，発酵品質は「リーフスター」と同様に良好であった

(表1）。

ｇ 全乾物中に占めるTDN（可消化養分総量）の割合は,「リーフスター」より高い（表1）。

３）対象地域等

普及見込み地帯・普及見込み面積 県下一円

３ 利活用の留意点

１）本試験結果は古川農業試験場（北部平坦）において得られたデータである。

２）種子については，宮城県農林水産部畜産課を通じて，一般社団法人日本畜産草地種子協会から

購入する。

３）農薬の使用については，最新の「稲発酵粗飼料生産・給与技術マニュアル」（一般社団法人

日本草地畜産種子協会発行）に準ずる。

４）ほ場で葉いもち病斑が観察された場合は防除を行う必要がある。

５）気象条件によっては，出穂期の確定が困難であることがある。

（問い合わせ先：宮城県古川農業試験場水田利用部 電話０２２９－２６－５１０６）
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４ 背景となった主要な試験研究

１）研究課題名及び研究期間

栄養収量の高い国産飼料の低コスト生産・利用技術の開発（平成27～31年度）

２）参考データ

３）発表論文等

ａ 関連する普及に移す技術

a）飼料用稲奨励品種「たちあやか」のイネWCS栽培法（第93号参考資料予定）

ｂ 学会発表

a) 阿部脩平，吉田修一，國嶋広達，遠藤潤，森田昌孝 (2016) 高糖分高消化性の稲発酵粗

飼料専用品種の寒冷地適応性について 日本作物学会第243回講演要旨集

４）共同研究機関

宮城県畜産試験場

表1 「たちあやか」の特性一覧

施肥

真性

葉・穂

穂乾物重(kg/10a)

良 良

55.6 52.8

早晩性

品種名

調査年次

特性

品種名

同上比較比率（%）

地上部乾物収量（kg/10a)

縞葉枯病
注2）

白葉枯病
注2）

いもち病
注2）

耐病性

穂発芽性
注2）

耐倒伏性
注2）

脱粒性注2）

収穫時茎数（本/㎡）

収穫時草丈(cm)

出穂期（月.日）
注1）

草型

平成27～29年の3年平均

ホシアオバ///中国146号(ホシアオバ)/極短穂(00個選11)//ホシアオバ

調査地

基肥窒素量：4kg/10a

牛糞堆肥：2t/10a

大崎市（宮城県古川農業試験場）

4．耐倒伏性に優れる。

交配組合わせ

茎葉型

極晩生

茎葉型

極晩生

リーフスターたちあやか

難難

276

142

9.11

342

157

8.20

罹病性

中中

極強 強

pH

3．収量性が高い。

2．稲体糖分含有率が高い。

1．穂部の割合が少ない。

※追肥は平成27年出穂約60日前，平成28～29年出穂約40日前に施用

中

罹病性

中

中

Pia

不明

不明

(100)116

16631936

TDN（%）
注6）

追肥窒素量：3kg/10a

たちあやか

茎葉乾物重(kg/10a) 1798 1424

3.9 -

239138

稲体糖分含有率(乾物中%）
注3） 13.3 9.7

サイ

レージ

品質
注4）

発酵品質
注5）

注1）平成29年は，8月の低温・日照不足の影響により，出穂日の確定が困難であったため，平成27年～28年の平均値とした。

注2）育成地におけるデータである。

注3）稲体糖分含有率はFキット（JKインターナショナル製酵素分析キット）を用いた。

注4）サイレージ品質の結果は，「たちあやか」は平成29年，「リーフスター」は平成21～22年の2年平均データである。

注5）発酵品質は，良，可，不可の3段階で評価している。

注6）TDNは，「たちあやか」はNRC2001版推定式，牧草のみ改定式を使用し，「リーフスター」は小川の式を使用し，算出

した値である。


